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ビジネス展開に向けた情報収集・サービスの紹介のための訪問先履歴 

 

(a) 日 ASEAN フェア 

2017 年 11月に開催された日 ASEAN フェアに、ビジネス展開に向けた情報収集の一環

として、参加した。 

 

  

  

 

図１ 日 ASEAN フェア 

 

(b) 2017年 12月現地渡航 

2017年 12月の現地渡航において、クラウド GIS ビジネスに関するユーザー情報の収集

のため、以下の自治体、事業者を訪問し、クラウド GIS サービスのデモを行い、本クラウ

ドサービスで実現可能な内容を説明した。 

・パンガシナン州及び州内自治体（市町）防災担当者会議において（12/７） 

・Balibago WaterWork System（上下水道工事事業者）（12/８） 

・Philippine Electronics and Telecommunications Federation（PETEF） Year-End 

Meeting（12/８） 

 

左上写真：本実証事業の説明 

右上写真：来場者へクラウド GIS サー

ビスの紹介 

左下写真：展示ブース 
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図 ２ 州内市町防災担当者会議 

 

(c) 2018年１月国内 

2018年１月に本邦にて、本事業のクラウド GIS ビジネス普及及び情報収集のため、以

下の自治体関係者に対して本事業及び GeoCloud の説明を行った。（１/31） 

・パンガシナン州 San Nicolas 町長  

・パンガシナン州防災部担当者 

・パンガシナン州財務部担当者 

 

 

 

図 ３ パンガシナン州・San Nicolas 町との会議 

 

(d) 2018年２月現地渡航 

2018 年２月にフィリピンにて、JICA フィリピン事務所に対してビジネス展開のため

の案件についてのヒアリングを行うとともに、Manila Water に対して本事業及び

GeoCloud の説明、地図関連システムの利活用と導⼊状況の調査を行った。Manila Water

では設計部門での図⾯作図システムの導⼊は進んでいるが、クラウドの活用や公開など

は⾏っていない状況であった。導入する場合の課題として既存システムによって整備さ
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れたデータと GeoCloud との共有と整合性を考える必要がある。（２/19、22） 

また、フィリピンに進出を考えている日本の SMEs向けのピッチイベントにおいて、本

事業とクラウド GISサービス紹介を⾏った。（２/23） 

 

 

 

図 ４ クラウド GIS サービス紹介のイベント 

 

(e) 2018年３月国内 

2018年３月にインクリメント P 株式会社と。実証項目でもある市販地図の利用実証に

ついて協議を行った。インクリメント P 株式会社の「ASEAN 地図 DB」を借用し、実

証期間中マニラ首都圏周辺の道路図をGC Planets Viewer上で重ね合わせ出来るように

する。（３/19）また、ジェトロ横浜ご担当との面談で、フィリピン国現地の入札の仕組

みについて質疑を行った。（３/20） 

ザ・プリンスタワー東京で開かれたフィリピン経済フォーラム（ジェトロ後援）に参

加し、ICT 産業、航空宇宙産業、スマートシティプロジェクト分野におけるフィリピン

の最新経済状況に関する有識者（前ジェトロマニラ事務所長等）の講演を聴講した。（３

/28） 

 

(f) 2018年４月現地渡航 

2018 年４月に、SSS（社会保障機構）の IT 担当の高官と社会保険などの社会保障事

業におけるクラウドサービスの活用について意見交換を行い、フィリピンの官公庁にお

けるシステムの調達方法、利用可能なリソース、ハードウェア環境などの情報とアドバ

イスをいただいた。Public、Private の両クラウドサービスを提供可能である旨を説明し、

SSS においても本サービスを利用していただけるよう依頼した。地方事業所が 18 か所
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程度あるため、各事務所間の地図情報共有などを提案していくことを考えている。（４/20） 

 

(g) 2018年５月現地渡航 

2018年５月に、DOTr と会議を行った。マニラエリアの交通分析を予定しており、GC

の分析機能を提案した。分析用のデータは現在 LGU が持つデータをデジタル化し、分

析のための数値モデルや分析手法は専門のコンサルサルタントが行い、IFX（GC）はモ

デルのプログラム化と位置情報の取り込みによる可視化と分析ツールの提供を行うこと

になると説明した。また、5/16 付現地新聞で、鉄道部門でも、JICA の支援にもと DOTr

が MRT３の修繕作業を行うことが発表された。（５/16） 

 

  

 

図 ５ 運輸省（DOTr）との会議 

 

2018 年５月に、DPWH に現在事業中の日 ASEAN 事業や過去のフィリピンにおける事

例について紹介した。DPWH 道路部門では既に米国製製品をベースとしたシステム（GC

とはシステム構成が異なる）が 20年以上稼働している。CTII とインフォマティクスは、

2015年度に JICA 事業の一環で GIS を用いた河川施設管理計画作成に携わった。既存シス

テムと互換性を持たせることが省令で定められており、道路部門によって良心的に他社製

品が準拠していると認めない限り、GeoCloud を含めた他社製品が採用されることは難し

いため、DPWH への提案の際には注意を要する。（５/18） 
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図 ６ 公共事業道路省（DPWH）外観、省内ディレクトリ 

 

2018年５月に、JICA と会議を行い、今後の GC の販売展開について意見交換を行った。

パンガシナン州で行った JICA 中小企業支援業務の後、実証地域の周辺 LGU（市町）向け

の導入予算の要求を行っており、今後の導入を見込んでいる。また、現在 JICA で行って

いる活動に GeoCloud を活用できないかなどビジネス展開に向けたアドバイスを得ること

ができた。専用ネットワークの敷設が難しい地域では、日 ASEAN 事業で構築したクラウ

ド GIS サービスを用いて GC Planets を配信することも考えている。 

日 ASEAN 事業終了後のビジネス展開の一環として「SATREPS」 地球規模課題対応国

際科学技術協力プログラムを紹介いただいた。 

JICAではDPWHに専門家を派遣しているため、先のDPWHとの打合せ内容を踏まえ、

DPWH の現状を確認した。DPWH におけるヒアリング内容と相違ない模様であった。（５

/18） 

 

(h) 自治体防災用の情報共有テスト ７/24（火） 

活用事例を７月の東京でのセミナーにおいて発表していただいたパンガシナン州で、７

月下旬に豪雨被害が起きたことから、GC Planets Viewer 版上にバランガイ別の浸水深と

被災者数の情報をアップし、外部との情報共有手段としてテスト的に利用してもらった。

州では GeoCloud で作成した水系図や高潮警戒情報を出力し、SNS を通じて市民に展開し

た。 

パンガシナン州政府職員、州内の San Nicolas 町長に対しては、年初にクラウド GIS サ

ービスの紹介を行っていた。今回被災地支援としてクラウド GIS サービスを試用させても

らい、意見を集約しながらサービスの充実を図ると共に、今後市民への情報提供ツールと

して採用してもらえるように働きかけていきたい。 
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GC Planets Viewer 版 ポータル 

  

バランガイ別の浸水深            同被災家族数 

 

図 ７ GC Planets Viewer 版の被災情報提供ツール 

 

(i) 農業用ドローンの視察 ７/５（木） 

2018年７月に行われた東京セミナー講演のため、来日したフィリピン農政省、PhilNITS

社とともに、農業用ドローンの視察を行った。 

現在フィリピン農政省ではクロップマッピングと農業用ドローンの利用を推進している。

それには、農業の IT 化を進めることで、若者たちに IT 農業に興味を持ってもらい、若年

層の農業離れを食い止めたいという狙いがある。そこで、IFX と PhilNITS は今後のビジ

ネス展開につなげることを目的として、農政省担当官と共にドローン講習運営会社（福岡

県）において座学、飛行演習を実施した。講習では各種用途別のドローンの紹介、ドロー

ンの農業用途に関して、積載物・散布目的別のドローン形状の違いについて、実物を見な

がら紹介すると共に、実際にドローンの操縦、撮影を体験し、日本におけるドローンの農

業利用と撮影データの GC への搭載の可能性について実際にドローン技術者と意見交換を

行った。 

 



7 

 

   

ドローンの農業利用について受講・意見交換 

   

     飛行操作演習（雨天のため室内）    ドローン講習運営会社の方と 

 

図 ８ 農業用ドローンの視察の様子 

 

(j) ITPEC 定期総会のレセプション 

ITPEC は IPA（独立行政法人情報処理推進機構）が本邦の情報処理試験をアジア各国で

推進するための加盟国組織である。再委託先である PhilNITS の母体は、ITPEC のフィリ

ピンにおける試験実施団体である。本事業終了後のビジネス展開を見据え、東京で開かれ

た ITPEC 定期総会のレセプションに参加し、タイ、ベトナム、ミャンマー、バングラデ

ィッシュ、モンゴルの参加者と意見交換を行った。（PhilNITS からは副社長が参加） 

 

(k) GC 360 Watcher（パノラマアプリ） 

GC Planets の利用シーンをより身近に考えてもらうため、現地渡航の際に GC Planets

高機能版上で GC 360 Watcher の利用紹介を行った。（NAMRIA、パンガシナン州、

Binmaley 町、Angeles 市、DOTr（運輸省）、DA（農政省）） 

 

(l) 2018年８月現地渡航 

 DOTr へ GC Planets 上で GC 360 Watcher の管理デモを行った。道路の沿線情報が簡

単に取得・表示できるため、DOTr でも有効性があることを認めていただいた。道路上の
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違法行為や災害後のモニタリングに使えるのではないかとの評価を得た。リアルタイム伝

送の質問があり、技術的には可能で案件もあるが、ネットワークキャリアの協力確保が必

要なこと、伝送用の機器の追加、およびネットワーク管理用のシステムの追加などでハー

ドルが上がる旨を説明した。（８/７） 

 

 

 

 

図 ９ DOTr へ製品紹介 

 

・官公庁営業のコンサルタントとの打合せ ８/10（金） 

今後のビジネス拡大において、官公庁入札に参加することが見込まれているため、官公

庁営業のコンサルタントと面会した。製品を輸出する企業（IFX）についても現地官公庁

への提出が必要な書類があるため、書式等について説明を受けた。 

 

(m) パンガシナン州 （及び Binmaley 町）８/８ 

 ８/８（水）にパンガシナン州を訪問し、セミナー講演の御礼の他、以下の事項の確認を

行った。 

１. 洪水対策について 

７月に州内広域で洪水被害があり、被災中に「浸水深データ」と「被災者数の情報」を

GC Planets Viewer 版で提供したことへの御礼を担当官からいただいた。また、実際の

DRRMからのコマンド作業でも既存のGC Planets上で「視覚的に指示することができた」

とコマンドセンター職員からも謝辞をいただいた。本邦と同様に、被災中は防災本部での

職員は救助活動や物資供給に注力し、データの更新等に関わる時間がとれないのが実情で

ある。クラウドシステムであれば、今回の様な日本などの遠隔地からのサポートでデータ

作成・更新作業を直接行うことができ、被災時の現地コマンドに役立つことを実証した。 
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堤防の修復と流出した岩石の除去作業    上空からの視察（パンガシナン州提供） 

  

既設の GC Planets を用いた知事による指揮（パンガシナン州提供） 

Viewer 版で共有した浸水深データ 

 

図 １０ 災害状況と GC の活用状況 

 

２. GC Planets 高機能版＋GC 360 Watcher（パノラマアプリ）の紹介 

 東京セミナーの際にパンガシナン州担当官がパノラマアプリのデモを体験したが、実際

に浸水被害があった地区をデモ走行し、360 度パノラマデータの撮影を行った。帰庁後、

GC Planets 高機能版上で GC 360 Watcher の説明を職員向けに行った。運転手のみでセッ

トアップと撮影が簡単にできること、帰庁後 GC Planets 上で変換することなく可視化で

きることなどに満足されていた。同日、Binmaley 町に立ち寄り、防災部職員向けに GC 360 

Watcher のデモを行った。 

   

撮影機材の車両への設置の様子     Binmaley 町でパノラマアプリの紹介 
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図 １１ パノラマアプリの紹介 

 

(n) ジェトロ横浜９/28 

 GC Planets上と組み合わせて稼働するGC 360 Watcherがハードウェアであることから、

輸出についてキャリアの選択や該非判定などについて教示受けた。 

 

(o) 現地ネットワーク業者と打合せ９/20 

 現地ネットワーク業者(massnet)と打合せを行い、現地環境でクラウドサービスの提供

環境の評価を短期で行わせてもらえるよう依頼した。AWS や Vodien に設置している GC 

Planets 高機能版をインストールし比較テストを行うことで調整する。 

 

(p) 現地ネットワーク業者と打合せ 10/10 

 現地ネットワーク業者(massnet)と打合せを行った。現地環境でクラウドサービスの提

供環境の評価を短期で行わせてもらえることとなり、AWS や Vodien に設置している GC 

Planets 高機能版をインストールしテストすることにした。ネットワーク業者事務所から

データセンターにアクセスし、アクセス方法や管理方法、搭載しているサービスについて

の説明を受けた。 

 

  

 

図 １２ ネットワーク業者における打合せ 

 

(q) JICA 開発担当官との打合せ 10/16 

 PhilNITS 社にて JICA 担当官と打合せをし、本事業の進捗と今後のクラウド GIS のビ

ジネス展開について説明した。現地の自治体や政府機関の地図システム利用に関してお互

いの情報を交換した。 
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図 １３ JICA 担当官との面会 

 

(r) センサ＆IoT コンソーシアム参加 11/９  

 11月９日に東京理科大学神楽坂キャンバスにて行われたセンサ＆IoTコンソーシアム主

催の公開シンポジウムに出席して、センサと IoT に係る最新情報を収集した。プログラム

を以下に示す。 
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(s) パンガシナン州との打合せ 11/14 

 本実証事業の進捗を説明した。州では GeoCloud 担当の職員（若いオペレーター）を増

員している。住民への公開が必要なデータが増加しており、本事業で整備する GC Planets 

Viewer 版を利用すれば公開型サービスが可能であることに関心を示した。また、GC のデ

ータフォーマットのまま手軽に公開できることを説明した。既に台風災害時の浸水情報な

どで GC Planets Viewer 版上でテストを行っているが、年初以降に更にテストデータの提

供を受ける方向で話を進めていきたい。 

また、2019 年１月にケソン市での事業報告とクラウド GIS サービスビジネス展開のセミ

ナー実施を行う予定であることを説明し、州（知事を含む）と州内の有力なプロスペクト
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となる LGU の参加を要請した。 

 

(t) Lingayen 町との打合せ 11/14 

 本実証事業の進捗説明を行った。また、ビジネス展開用の PR ビデオ作製のため、防災

部長を GC ユーザーとしてインタビュー撮影を行った。インタビューの中では、データの

収集方法とその内容、利活用とその効果について語った。GC Planets Viewer を使ったパ

ブリッククラウドが利用可能になることを話し、津波予想、避難所情報などの GC データ

を公開したいとの希望を確認した。 

 

 

州防災局の利用データの紹介  Lingayen 町へのインタビューの様子 

 

図 １４ Lingayen 町との面会 

 

(u) OCD（市民防衛局）訪問 11/16 

防災専門官を訪問。OCD では、防災行政の情報収集を行っており、近いうちに防災担

当の官庁が創設され、OCD は防災連絡会議のメンバとして参加するとのこと。 

 

現在事業中の日 ASEAN 事業や過去のフィリピンにおける事例について紹介した。 

前任の専門官は GeoCloud を利用した防災情報の共有について、JICA 普及・実証事業

のアドバイザーとして意見をいただいていた。 

OCD は防災が管轄であることから、 

・パンガシナン州の GC Planets を利用した防災情報共有の事例 

・作成した災害情報マップを本事業の Virewer 版や SNS を利用して広域・一般市民へ提

供していること 

・導入自治体が防災情報（主に河川監視情報）を Viewer 版で共有することを考えている

こと 

などに興味をもたれた。 
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市民防衛局              隣接の国家防災局 

 

図 １５ OCD 訪問 

 

(v) JICA フィリピン事務所と打合せ 12/７ 

 本プロジェクトの進捗の紹介を行うとともに、1 月のマニラセミナー（成果報告会）の

案内を行った。興味を持ちそうな自治体をいくつか紹介いただいた。また、11月訪問時の

OCD を紹介していただいた報告も行った。 

 

(w) NAMRIA と打合せ１/17 

 発表内容について打合せを行った。 

NAMRIA へは技術者を同行し、評価結果に対するヒアリングを行った。その際、評価

を通じて出た GeoCloud に関する疑問について回答を行った。また、今後のビジネス展開

に向けて、開発中の GC Planets Viewer 版の最新バージョンの紹介も行った。 

その他、セミナー当日の進行内容を説明、および参加申込者の情報の共有を行った。 

 

 

 

図 １６ NAMRIA にて打合せの様子 


